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た
。
大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
蓬
莱
島
を
遠
望
し
な
が
ら
、
11

月
に
最
盛
期
を
迎
え
る
秋
サ
ケ
定
置
網
漁
の
豊
漁
と
、

漁
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

22
日
夜
は
小
鎚
神
社
の
宵
宮
で
す
。
臼う
す

澤ざ
わ

鹿
子
踊
、

松
の
下
大
神
楽
、
向む
か
い
が
わ
ら

川
原
虎
舞
、
金
澤
神
楽
、
城
じ
ょ
う

内な
い

大

神
楽
、
中な
が

須す

賀が

大
神
楽
、
陸
中
弁
天
虎
舞
な
ど
の
団
体

が
演
舞
し
ま
し
た
。
杉
木
立
が
取
り
囲
む
境
内
に
は
聴

衆
が
詰
め
か
け
、
華
麗
、
勇
壮
な
舞
に
見
と
れ
ま
し
た
。

　

23
日
は
、
い
よ
い
よ
神
輿
渡
御
で
す
。
午
前
9
時
、

ご
神
体
を
乗
せ
た
2
基
の
神
輿
が
勢
い
よ
く
繰
り
出
し

ま
し
た
。
鹿
子
踊
、
神
楽
、
虎
舞
な
ど
20
近
く
の
団
体

が
神
輿
を
挟
ん
で
長
い
行
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。
被
災

し
、
新
調
さ
れ
た
多
く
の
山
車
が
誇
ら
し
げ
で
す
。
御お

社し
ゃ

地ち

、
旧
町
役
場
や
Ｊ
Ｒ
大
槌
駅
前
の
中
心
市
街
地
を

練
り
歩
き
、
正
午
過
ぎ
、
町
役
場
に
到
着
。
午
後
は
、

桜
木
町
、
臼
澤
伝
承
館
を
経
由
し
、
午
後
5
時
過
ぎ
、

神
社
に
戻
り
ま
し
た
。
夕
闇
が
迫
る
境
内
を
2
基
の
神

輿
は
競
い
合
っ
て
走
り
回
り
、
観
衆
に
惜
し
ま
れ
つ
つ

渡
御
を
終
え
ま
し
た
。

　

神
輿
渡
御
の
順
路
で
神
輿
が
休
ん
だ
御お

旅た
び

所し
ょ

は
11
カ

所
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
郷
土
芸
能
の
団
体
が
演
舞

し
ま
し
た
。
旧
役
場
前
で
は
、
臼
澤
鹿
子
踊
が
鎮
魂
の

舞
を
舞
い
ま
し
た
。

　

町
方
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
本
格
化
に
伴
い
、
近

く
盛
土
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
神
輿
が
、
現
在
の
コ
ー

ス
を
練
り
歩
く
の
は
、
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
。
小

鎚
神
社
宮
司
の
松
橋
知
之
さ
ん
（
44
）
は
「
祭
り
を
続

け
る
の
が
私
の
役
目
。
工
事
が
始
ま
っ
て
も
、
可
能
な

ル
ー
ト
で
神
輿
を
繰
り
出
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

大
槌
町
の
「
大
槌
祭
り
」
が
、
9
月
21
日
か
ら
3
日
間
、
大
槌
稲
荷
神
社
の
宵よ

い

宮み
や

、
小
鎚
神
社
の
宵
宮
と
神み

こ
し輿

渡と

御ぎ
ょ

の
順
番
で
、
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
数
多
く
の
郷
土
芸
能
団
体
が
参
加
し
、
演
じ
る
人
も
、
見
る
人
も
、

一
緒
に
な
っ
て
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
震
災
か
ら
2
年
半
。
鎮
魂
の
祈
り
と
、
復
興
へ
の
希
望
を
託
し
た
祭
り

が
終
わ
り
、
秋
の
気
配
が
一
段
と
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

鎮魂の祈り
復興への希望

　
「
大
槌
祭
り
」
は
、
安あ
ん

渡ど

地
区
の
大
槌
稲
荷
神
社
と
、

町
方
地
区
の
小
鎚
神
社
の
二
つ
の
神
社
の
例
大
祭
の
総

称
で
す
。
例
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
を
ず
ら
し
て
宵
宮
、

神
輿
渡
御
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
神
輿
渡
御

は
、
大
槌
稲
荷
神
社
が
中
止
に
な
り
、
小
鎚
神
社
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

21
日
夜
の
大
槌
稲
荷
神
社
の
宵
宮
に
は
、
安
渡
大
神

楽
、
上か
み

亰よ

鹿
子
踊
、
松
の
下
大
神
楽
、
安
渡
虎
舞
が
参

加
し
、
神
社
の
境
内
で
上
演
し
ま
し
た
。
太
鼓
と
鉦か
ね

と

笛
の
音
が
、
夜
空
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　

22
日
午
前
に
は
、
雁が
ん

舞ま
い

道ど
う

七
福
神
が
加
わ
り
、
大
槌

港
に
停
泊
中
の
定
置
網
漁
船
の
船
上
で
舞
を
舞
い
ま
し
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て
い
る
の
か
。文
化
庁
の
調
査
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

調
査
は
文
化
庁
の
文
化
遺
産
地
域
活
性
化
推
進
事
業

の
一
環
で
す
。
調
査
員
の
国
学
院
大
教
授
の
茂
木
栄
さ

ん
（
62
）、
御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

御
嶽
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

禰ね

宜ぎ

の
佐
藤
一か
ず

伯の
り

さ

ん
（
44
）
が
、
祭
り
の
期
間
中
、
町
に
入
り
ま
し
た
。

各
団
体
の
関
係
者
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
、
一
連
の
例

大
祭
の
行
事
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

町
の
郷
土
芸
能
は
、
町
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
、

親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
創
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
吉
里
吉
里
虎
舞
講

中
の
よ
う
に
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
城
山
虎
舞
の
よ
う
に
平
成
に
入
っ

て
か
ら
活
動
を
始
め
た
団
体
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
郷
土
芸
能
が
、
並
存
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

町
郷
土
芸
能
保
存
団
体
連
合
会
は
平
成
4

（
1
9
9
2
）
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

互
い
に
張
り
合
い
、
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

祭
り
を
見
た
茂
木
さ
ん
は「
独
自
色
が
濃
い
地
域
が
、

競
い
合
い
、継
承
さ
れ
て
き
た
」
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
「
震
災
後
、
祭
り
は
、
復
興
に
向
け
て
町

民
が
心
を
一
つ
に
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

臼
澤
鹿
子
踊

金
澤
鹿
子
踊

上
亰
鹿
子
踊

吉
里
吉
里
鹿
子
踊

徳
並
鹿
子
踊

安
渡
大
神
楽

吉
里
吉
里
大
神
楽

城
内
大
神
楽

中
須
賀
大
神
楽

浪
板
大
神
楽

花
輪
田
神
楽

松
の
下
大
神
楽

安
渡
虎
舞

大
槌
城
山
虎
舞

吉
里
吉
里
虎
舞
講
中

向
川
原
虎
舞

陸
中
弁
天
虎
舞

雁
舞
道
七
福
神

後
5
時
過
ぎ
に

戻
っ
て
き
ま
し

た
。
交
代
し
て

担
ぐ
と
は
い
え
、

途
中
で
走
っ
た

り
、
神
輿
を
ぐ

る
ぐ
る
回
し
た

り
す
る
た
め
、

肉
体
的
に
楽
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

担
ぎ
手
は
募

集
さ
れ
、
衣
装

は
神
社
で
準
備

さ
れ
ま
し
た
。

「
大
槌
を
離
れ
て
い
て
も
、
祭
り
に
は
戻
っ
て
き
て
神

輿
を
担
ぐ
人
が
少
な
く
な
い
」
と
社
人
会
会
長
の
三
浦

順
さ
ん
（
40
）。
昨
年
、
初
め
て
担
ぎ
手
に
応
募
し
た

埼
玉
県
上
尾
市
の
大
学
4
年
生
鈴
木
健
太
さ
ん
（
23
）

は
「
3
年
、
担
が
な
い
と
御
利
益
が
な
い
と
い
う
の
で

今
年
も
応
募
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
町
役
場
の
応
援
職

員
中
村
彬あ
き

良ら

さ
ん
（
24
）
は
「
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
沿

道
の
声
援
で
頑
張
れ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
集
落
に
根
付
く
郷
土
芸
能

　
　
　
～
文
化
庁
が
調
査
を
始
め
る

　

鹿
子
踊
、
神
楽
、
虎
舞
…
…
。
町
内
に
は
20
を
超
え

る
郷
土
芸
能
の
団
体
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
18
団
体
が
町

郷
土
芸
能
保
存
団
体
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
、
数
多
く
の
郷
土
芸
能
団
体
が
地
域
に
根
付
い
て
活

動
し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
後
継
者
を
育
て

　
祭
り
を
彩
る
山
車
を
制
作

　
　
　
～
宮
大
工
の
小
石
幸
悦
さ
ん

　

町
内
の
仮
設
住
宅
に
住
む
宮
大
工
の
小
石
幸こ
う

悦え
つ

さ
ん

（
66
）
は
、
次
男
の
幸こ
う

輝き

さ
ん
（
32
）
と
と
も
に
、
震

災
後
4
基
の
山
車
を
制
作
し
ま
し
た
。
震
災
で
失
わ
れ

た
中な
が

須す

賀が

大
神
楽
、
城
内
大
神
楽
、
吉
里
吉
里
大
神
楽
、

雁が
ん

舞ま
い

堂ど
う

七し
ち

福ふ
く

神じ
ん

の
山
車
で
す
。
ヒ
ノ
キ
造
り
の
、
す
が

す
が
し
い
山
車
は
、
町
民
の
復
興
へ
願
い
を
乗
せ
て
、

大
槌
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

小
石
さ
ん
は
中
心
市
街
地
に
住
ん
で
い
て
被
災
し
、

母
親
、
姉
、
お
い
を
失
く
し
ま
し
た
。
仕
事
場
も
津
波

に
襲
わ
れ
、
道

具
類
は
ほ
と
ん

ど
が
流
さ
れ
ま

し
た
。
山
車
の

注
文
に
応
じ
ら

れ
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、

小
石
さ
ん
は
、

こ
う
考
え
ま
し

た
。
祭
り
は
ま

ち
を
元
気
に
す

る
。
地
域
再
生
、

雁舞堂七福神の山車と小石幸悦さん＝ 9月 6日、小鎚

神輿渡御を控えた担ぎ手たち＝9月23日、小鎚神社

祭りの調査の打ち合わせをする
茂木栄さん（右）と佐藤一伯さ
ん（左）＝9月23日、小鎚神社

　
「
吉
里
吉
里
祭
り
」
は
、
8
月
25
日
、
天
照
御み
お
や祖
神
社
を
中
心
に
開

か
れ
ま
し
た
。
繰
り
出
し
た
神
輿
の
列
に
、
鹿
子
踊
、
大
神
楽
、
虎
舞

が
加
わ
り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
前
、
神
輿
が
出
発
し
ま
し
た
。「
オ
ー
ヨ
」「
オ
ー
ヨ
」
と

い
う
掛
け
声
が
浜
風
に
乗
っ
て
、
周
辺
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
鹿
子
踊

が
先
導
役
で
、
大
神
楽
、
神
輿
と
続
き
、
神
輿
を
虎
舞
が
後
押
し
し
ま

し
た
。
神
輿
の
列
は
吉
里
吉
里
海
岸
に
向
か
い
、
砂
浜
で
、
震
災
犠
牲

者
の
慰
霊
と
鎮
魂
の
た
め
に
、
大お
お

祓
は
ら
え

式し
き

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
神
輿

の
列
は
そ
の
後
、
吉
里
吉
里
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
で
、
郷
土
芸
能
の
演
舞
が
あ
り
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

午
後
1
時
過
ぎ
に
、
神
社
前
の
広
場
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、
神
輿
、

鹿
子
踊
、
大
神
楽
、
虎
舞
の
四
者
で
混こ
ん

沌と
ん

と
し
た
輪
が
出
来
ま
し
た
。

１
ヵ
月
早
く
「
吉
里
吉
里
祭
り
」

祭
り
舞
台
裏
の
人
た
ち

復
興
へ
の
足
が
か
り
に
な
る
。
何
と
し
て
も
山
車
を

造
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
。

　

す
べ
て
の
山
車
が
総
ヒ
ノ
キ
造
り
。
彫
刻
、
屋
根
の

銅
板
葺ぶ
き

ま
で
、
親
子
で
手
が
け
ま
し
た
。
中
央
部
が
弓

型
で
、
左
右
両
端
が
反
り
返
っ
た
唐か
ら

破は

風ふ

作
り
に
、
四

方
千
鳥
の
屋
根
を
組
み
合
わ
せ
た
山
車
は
、
奈
良
や
京

都
で
修
業
し
て
身
に
付
け
た
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
車
制
作
に
は
日
本
財
団
な
ど
か
ら
の
助
成
金
が

充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
石
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
持
っ
て
い
る
技
術
を

生
か
し
、ま
ち
を
元
気
づ
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
担
ぎ
手
に
全
国
か
ら
108
人

　
　
　

～
２
基
の
神
輿
渡
御
の
応
援
に

　

小
鎚
神
社
に
は
神
輿
の
担
ぎ
手
に
よ
る
「
社し
ゃ

人に
ん

会か
い

」

と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。
固
定
し
た
メ
ン
バ
ー
は
15

人
ほ
ど
。
神
輿
渡
御
で
は
、
全
国
か
ら
の
応
援
組
が
加

わ
り
、
1
0
8
人
で
神
輿
を
担
ぎ
ま
し
た
。

　

小
鎚
神
社
に
は
2
基
の
神
輿
が
あ
り
ま
す
。
担
ぎ
手

は
身
長
1
7
0
セ
ン
チ
以
上
、
以
下
の
2
組
に
分
か

れ
て
担
ぎ
ま
し
た
。
身
長
に
差
が
あ
る
人
が
入
り
混
じ

る
と
、
う
ま
く
担
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
す
。

　

神
輿
は
神
社
か
ら
午
前
9
時
ご
ろ
に
繰
り
出
し
、
午

大
槌
町
郷
土
芸
能
保
存
団
体

連
合
会
加
盟
の
18
団
体

�

（
※
五
十
音
順
）

町
を
あ
げ
て
の
祭
り
が
今
年
も
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
舞
台
裏
の
人
た
ち
を
追
い
ま
し
た
。
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平
成
25
年
7
月
1
日
か
ら
専
業
主
婦
の
年
金

が
改
正
さ
れ
、
会
社
員
の
夫
が
退
職
し
た
際
な

ど
に
年
金
の
切
り
替
え
手
続
き
が
遅
れ
た
り
漏

れ
た
り
し
て
い
る
た
め
に
、
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
主
婦
が
手
続
き
を
す
れ
ば
年
金
を

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
年
金
額
を
増

や
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◎
主
婦
年
金
か
ら
の
切
り
替
え
の
手
続
き
が
2

年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
今
す
ぐ
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
人
が
「
年
金
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
（
2
号
被
保

険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
（
専
業
主
婦:

３
号
被
保
険
者
）
は
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
場
合
や
妻
自
身
の

年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、
手
続
き
（
3
号

被
保
険
者
か
ら
1
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
手

続
）
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
手
続
き
が
2
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
は
、
2
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
料
の
「
未
納
期

間
」
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、専
業
主
婦
の
年
金
が
改
正
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
人
が
手
続
き
を
す
れ
ば
、「
未
納

期
間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ

▼�
専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が

　
改
正
さ
れ
ま
し
た

町
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

商
工
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼�

「
産
業
集
積
地
（
新
町
地
区
、安
渡

地
区
）
に
関
す
る
事
業
者
向
け
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
事
業
者
の
事
業
再
建
先
や
新

規
事
業
者
の
立
地
先
と
し
て
、
新
町
地
区
お
よ

び
安
渡
地
区
に
産
業
集
積
地
の
整
備
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
事
業
内
容

や
進
捗
状
況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
ご
説
明
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
「
産
業
集
積
地

（
新
町
地
区
、
安
渡
地
区
）
に
関
す
る
事
業
者

向
け
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
21
日
（
月
）　

19
時
〜

■
場
所　

大
槌
町
役
場
3
階　

大
会
議
室

■
対
象　

産
業
集
積
地
（
新
町
地
区
、
安
渡
地

区
）
の
利
用
を
希
望
さ
れ
て
い
る
事
業
者

（
震
災
以
降
に
新
た
に
立
地
さ
れ
た
事
業
者
も

含
み
ま
す
）

商
工
労
政
課
商
工
班 

　
℡
0
1
9
3（
4
2
）8
7
2
5

■
日
時　

10
月
17
日
（
木
）
10
時
〜
13
時　
　

■
場
所　

中
央
公
民
館　

調
理
室

■
対
象
者　

町
内
に
お
住
ま
い
の
男
性

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
タ
オ
ル
で

も
可
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

10
名

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班
　

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
5

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫
が
専
業
主
夫
の
場

合
も
同
様
で
す
。

◎
手
続
き
を
す
れ
ば
、
無
年
金
や
年
金
の
減
額

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

※
老
齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、
万
が
一
の
時
の

障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
確
保
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

◎
保
険
料
納
付
で
年
金
額
が
ア
ッ
プ
し
ま
す

　

手
続
き
を
す
れ
ば
、
本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
最
大
10
年
分
）。

保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
年
金
額
が
増
え
ま
す
。

※
平
成
27
年
4
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し
た
人
に
、

平
成
27
年
4
月
に
向
け
て
保
険
料
納
付
の
ご
案

内
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
古
年
金
事
務
所
　

　
℡
0
1
9
3
（
6
2
）
1
9
6
3

　
町
民
課
国
保
年
金
班
　

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
3

保
健
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
日
本
赤
十
字
法
と
い
う

法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
法
人
で
す
。
災

害
時
に
お
け
る
救
護
活
動
や
物
資
の
配
給
の
ほ

か
、
献
血
事
業
で
の
輸
血
用
血
液
の
確
保
と
供

▼
日
本
赤
十
字
社
の
社
資
の

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

給
な
ど
幅
広
い
人
道
的
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
活
動
に
要
す
る
費
用
は
、
赤
十
字
の
理

念
や
そ
の
活
動
内
容
に
賛
同
い
た
だ
い
た
会
員

「
社
員
」
の
皆
さ
ま
か
ら
拠
出
い
た
だ
く
会
費

「
社
費
」
と
、
広
く
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
「
寄
附
金
」
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
役
場
窓
口
で
社
費
や
寄
附

金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

「
社
費
」
と
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
る
会
員
（
社
員
）
で
、
毎
年

5
0
0
円
以
上
の
会
費
を
納
め
て
く
だ
さ

る
人
で
、
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

�「
寄
附
金
」
と
は
、
金
額
な
ど
任
意
に
ご
協

力
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

�「
社
資
」
は
「
社
費
」
と
「
寄
附
金
」
の
総

称
で
す
。
社
費
も
寄
附
金
も
税
制
上
は
「
寄

附
金
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
班
　

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
5

▼�「
第
2
回
　
男
性
の
料
理
教
室
～
魚

の
三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ

う
～
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

男
性
の
料
理
教
室
を
左
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
教
室
で
は
旬
の
魚
を
使
っ
た
簡
単

料
理
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
教
室
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し

込
み
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

町民課からのお知らせ

▶愛犬には狂犬病予防注射を必ず受けさせましょう
　狂犬病予防法により、犬の飼い主には、狂犬病予防注射の年 1回（4月 1日〜 6月 30 日までの間）の接種が義務付けら
れており、違反して飼い犬に予防注射を受けさせなかった者は、20 万円以下の罰金に処せられる場合があります。
　町では、狂犬病の予防注射を受けていない犬を対象に予防注射を下記日程により実施しますので、この機会に必ず受けて
ください。（雨天でも実施します）
■対象　生後 91 日以上の飼い犬で、今年度中に狂犬病予防注射を受けていない犬
　※町への犬の登録をしている人で予防注射未接種と思われる人に案内を送付します。
■日程表　※各実施場所とも、対象地域は指定しませんので、都合の良い時間・場所を選び、予防注射を受けてください。

■持参するもの
・送付された通知書　・注射料金　2,550 円　・注射済票交付手数料　550 円
・登録手数料（新規登録する場合のみ）　3,000 円
※おつりがないように準備をお願いします。
■その他　すでに動物病院などで予防接種を行った人で予防注射済票の交付を申請していない人は、病院で発行の注射済証
明書を持参のうえ、役場町民課で予防注射済票の交付申請手続をお願いします。

　狂犬病予防法に基づき、飼い主には犬の登録申請・鑑札の装着、狂犬病予防注射の接種・予防注射済票の装着などが義務
付けられています。愛犬のために手続きは忘れずに !� 町民課　町民生活班　℡ 0193-42-8713

○ 10 月 30 日（水）
地区名 場　　所 受付時間

小鎚 小鎚地区多目的集会所 ��9：30 〜9：35
蕨打直バス停 ��9：40 〜9：50

臼沢・寺野 ふれあい運動公園内テニス場前 ��9：55 〜10：05
花輪田 雇用促進住宅前 10：10 〜10：20
桜木町 桜木町中央公園 10：25 〜10：30

大ケ口 大ケ口多目的集会所 10：35 〜10：45
盛合農機具店前 10：50 〜11：00

沢山 スカイ測量設計前駐車場 11：05 〜11：15
旧大槌北小学校駐車場 11：20 〜11：25

○ 10 月 31 日（木）
地区名 場　　所 受付時間

金沢 金沢支所 ��9：30〜 9：35
金沢地区生活改善センター ��9：45〜 9：50

和野 大槌第 5仮設団地前 10：00〜 10：05
前段 大槌第 9仮設団地前 10：10〜 10：20
柾内 大槌仮設団地前 10：25〜 10：30
安渡 旧安渡小学校 10：40〜 10：50
赤浜 県交通大槌出張所前 10：55〜 11：00

吉里吉里 吉祥寺入口付近 11：10〜 11：20
浪板 浪板交流促進センター前 11：25〜 11：35

　趣味を通して、新しい仲間づくり、楽しみをみつけてみませんか？大槌町地域包括支援センターでは、趣味の教室を下記
の通り開催します。お気軽にご参加ください。
　教室への参加を希望される人は事前にお申し込みください。また、定員になり次第、申し込みを締め切りますのでご了承
ください。
■対象者　町内にお住まいの人　
■場所　吉里吉里地区体育館（旧吉里吉里中学校体育館）�
■参加料　無料　※道具は貸し出します

日程 内容 定員
10 月 8日（火）
10：00 〜 11：30

エコクラフト教室①
紙バンドを使い、バスケットやバックを作る手芸です。 10 名

10 月 15 日（火）
10：00 〜 11：30

エコクラフト教室②
同上。2回目の開催になります。 10 名

10 月 24 日（木）
13：30 〜 15：00

マーブルアート教室
ビー玉とワイヤーを使い、オブジェやアクセサリーを作ります。 15 名

10 月 29 日（火）
10：00 〜 11：30

陶芸教室
粘土を器などに整形して高温で焼きます。 15 名

【協力】いきいき岩手支援財団
� 保健福祉課大槌町地域包括支援センター班　0193-42-8716

保健福祉課からのお知らせ

▶おきらく教室（吉里吉里会場）を開催します
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　下記のとおり、インフルエンザ予防接種の接種費用の助成を行いますので、期間内に接種しましょう。
■助成対象者
1. 町内に住所を有する接種日時点で 65 歳以上の人
2. 町内に住所を有する接種日時点で満 60 歳以上 65 歳未満の人で心臓、じん臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能に障害（身体障がい者手帳 1級程度）を有する人
■助成期間　10 月 15 日（火）~12 月 14 日（土）
■接種回数　1回
■接種料金　町および釜石市の実施医療機関で接種した場合は 2,000 円
（生活保護世帯の人は無料になります。対象になる人には町から通知します。）　

■接種の申し込み
1. 事前に、必ず医療機関に予約をしてから接種してください。
2. 町内の医療機関には予診票が置いてあります。町外で、接種を希望される人は、事前に役場保健福祉課健康推進班までお
問い合わせください。
　インフルエンザウイルスに感染すると、38 度以上の熱が出たり、悪寒、関節痛などの症状が出ます。特に高齢者や持病
がある人が重症化する場合があるので予防が必要です。
　予防接種を受けることで、インフルエンザにかかりにくくなったり、重症化するのを防ぐことはできますが、完全に感染
を防止できるわけではありませんので、手洗い・うがい、十分な休養とバランスのとれた食事を心掛けましょう。

平成25年度高齢者インフルエンザ予防接種について

　健診・相談を下記のとおり実施します。
【３歳児健康診査】
■実 施 日　10 月 25 日（金）
■受付時間　12：00 〜 12：30
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　平成 22 年４月生まれおよび５月生まれ

【４ヵ月児・７ヵ月児相談】
■実 施 日　10 月７日（月）
■受付時間　９：30 〜 10：00　（平成 25 年３月生まれ）
　　　　　　13：30 〜 14：00　（平成 25 年６月生まれ）
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　４ヵ月児相談：平成 25 年 6月生まれ
　　　　　　７ヵ月児相談：平成 25 年 3月生まれ

【12 ヵ月児相談】
■実 施 日　10 月 23 日（水）
■受付時間　９：30 〜 10：00　（平成 24 年９月生まれ）
　　　　　　13：30 〜 14：00　（平成 24 年 10 月生まれ）
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　平成 24 年９月生まれおよび 10 月生まれ

【BCG予防接種】
■接 種 日　10 月８日 ( 火 )
■受付時間　13：00 〜 13：20
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　平成 25 年４月生まれ
■持 ち 物　予診票　母子健康手帳

保健福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

【四種混合(ジフテリア・百日ぜき・破傷風・ポリオ)予防接種】
■接 種 日����10 月 18 日（金）
■受付時間���13：00 〜 13：20
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　平成18年５月〜平成25年７月18日以前生まれ
　　　　　　（生後３ヵ月〜 90 ヵ月）
※三種混合とポリオの予防接種をまだ一度も接種していない者

【三種混合 ( 百日咳・ジフテリア・破傷風 ) 予防接種】
■接 種 日　10 月 22 日 ( 火 )
■受付時間　13：00 〜 13：10
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　平成18年５月生まれ〜平成24年４月生まれ
　　　　　　( 生後 3ヵ月〜生後 90 ヵ月 )
■持 ち 物　予診票　母子健康手帳

【不活化ポリオ予防接種】
■接 種 日　10 月 22 日 ( 火 )
■受付時間　13：10 〜 13：20
■会 場　大槌町仮設保健センター
■対 象 者　平成18年５月生まれ〜平成24年４月生まれ
　　　　　　( 生後 3ヵ月〜生後 90 ヵ月 )
■持 ち 物　予診票　母子健康手帳

【世界の子どもにワクチンを日本委員会支援による

インフルエンザ予防接種について】

　認定 NPO法人世界の子どもにワクチンを日本委員会のご支
援により、生後 6ヵ月から中学 3年生までの人を対象としたイ
ンフルエンザ予防接種の費用助成が行われますので、期間内に
接種しましょう。
■接種対象者　町内に住所を有する接種日時点で生後 6ヵ月か
ら中学 3年生までの人
■助成期間　10 月 15 日（火）〜 12 月 14 日（土）
■接種回数　○生後 6ヵ月から 13 歳未満の人　2回接種　　
○ 13 歳以上から中学 3年生までの人　1回接種
■助成内容　1 回接種の場合　　2,000 円の助成　
　　　　　　2回接種の場合　　4,000 円の助成
■接種の申し込み
1. 事前に、必ず医療機関に予約をしてから接種してください。
2. 町内、釜石市内の医療機関以外で接種を希望する人は、助成
の対象外となります。
� 保健福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

　大槌町地域包括支援センターは、高齢者の皆さまが
いつまでも健康で生き生きとした生活を送ることが出
来るように、栄養教室を行います。
■対象　大槌町に住所を有する 65�歳以上の人
■会場　中央公民館安渡分館
■期日　10 月 21 日（月）、10 月 28 日（月）　
※大ケ口多目的集会所でも実施予定となっています。
■時間　10：00�〜�12：00
■内容　
21 日：管理栄養士による食生活のポイントの話や、
ゲームを取り入れながらの食生活の見直し
28 日：講話の内容を踏まえ、調理実習を行います
■申込方法　前日までに直接または電話で申し込みく
ださい。

保健福祉課大槌町地域包括支援センター班
　 ℡ 0193-42-8716

栄養教室を開催します

保健福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

おらほの町の地域包括支援センター

ここでは、高齢者に関わる様々な話題を掲載しています。 みんなで学ぼう認知症

保健福祉課　大槌町地域包括支援センター班　℡ 0193-42-8716

　「認知症」は、誰にでも起こりうる脳の病気によるもので、85歳以上になると 4人のうち 1人に認知症の症状があると
言われています。単に記憶力や判断力が低下しただけではなく、それによって日常生活に支障が出ている場合を認知症と
いいます。早期発見して正しく治療すれば、症状が改善したり、進行を遅らせることができます。

認知症の原因となる病気  
　アルツハイマー病……脳の神経が障害され脳が委縮します〔認知症の原因の６割を占める〕
　脳血管性認知症……脳の血管がつまったり、破れて出血したりして神経細胞が障害されます
　その他の認知症……�甲状腺の疾患や水頭症、ビタミンＢ12の欠乏などが原因で起こるものです。病気を治療すれば、

認知症も治ることがあります。

一年前に比べてこんな実感はありませんか？  

　こんな症状が顕著なら、かかりつけの医師や認知症の専門医に相談することが大切です！
� ※認知症専門医（医療機関の精神科・神経内科・老人科など）

接し方で認知症の進行度が変わります  

物覚えがわるくなった 集中力がなくなった 段取りがわるくなった

▶高齢者実態把握事業実施のお知らせ
　高齢者実態把握事業とは？？
　65歳以上の方の生活状況を把握するためのもので、方法として、高齢者基本台帳を作成しています。
　高齢者基本台帳には、身体状況、生活状況、緊急時・災害時などに備えて緊急連絡先や、かかりつけ医などを記入いただ
いています。また、同意いただいた人については、警察、消防、行政機関、自主防災組織などと必要時情報を共有し、連携
を図ります。個人情報の使用については、必要最小限とし、緊急時及び公共の高齢者サービスの提供にかかわる目的以外に
使用することはありません。
　当事業を今年度は、下記のとおり実施します。事業の主旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。
　　◇実施期間：10月～ 11月　　◇対象者：65歳以上の町民
　　◇調査方法：�10月上旬に対象者に台帳を送付しますので、ご記入ください。後日、民生児童委員などが回収にお伺いします。

望ましい
接し方

間違った
接し方

笑顔・理解
見守り・支援的態度

受け入れられたと感じる・安心する
自分の事は自分でしたいなど意欲が湧く 認知症がゆっくり進行

失敗を厳しく叱る
怒鳴る・否定

自信を失い、すべてが面倒になる
将来に望みを失い、うつ状態になる可能性も… 認知症の急速な進行
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８
月
30
日
か
ら
始
ま
っ
た
大
ケ
口
地
区

（
木
造
の
長
屋
型
式
）
と
吉
里
吉
里
地
区

（
マ
ン
シ
ョ
ン
型
式
）
の
災
害
公
営
住
宅
へ

の
入
居
。
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
へ
入
居
し
た

二
世
帯
の
方
か
ら
震
災
後
、
災
害
公
営
住

宅
へ
入
居
す
る
ま
で
の
経
緯
、
住
宅
の
特

徴
、
住
み
心
地
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

◆
大
ケ
口
災
害
公
営
住
宅

長
女
の
誕
生
日
を
広
い
家
で

祝
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た

�

寒
河
江
絵
梨
子
さ
ん

　
「
震
災
の
後
山
田
町
船
越
に
あ
る
私
の

実
家
に
何
日
か
い
て
、
そ
の
後
沢
山
に
あ

る
夫
の
実
家
へ
避
難
し
ま
し
た
が
義
母
は

一
人
暮
ら
し
で
部
屋
数
も
少
な
か
っ
た
た

め
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
長
く
は

い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
７
月
初
め
に
仮
設
に
入
り
、
５
人
家

族
な
の
で
２
K
を
2
戸
借
り
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
一
つ
は
生
活
す
る
部
屋
、
も

う
一
つ
は
寝
る
だ
け
、
と
行
っ
た
り
来
た

り
で
し
た
。
買
い
物
に
不
便
だ
と
か
子
ど

も
の
送
り
迎
え
が
大
変
だ
と
か
は
あ
り
ま

し
た
が
悪
く
は
な
か
っ
た
で
す
ね
」

　

寒
河
江
さ
ん
は
震
災
後
か
ら
現
在
ま
で

を
振
り
返
り
避
難
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
時

に
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
仮
設
住

宅
で
の
生
活
は
約
２
年
。
子
ど
も
を
お
隣

の
一
人
暮
ら
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
可
愛

が
っ
て
く
れ
た
り
、
お
か
ず
を
た
く
さ
ん

作
っ
た
と
き
は
持
っ
て
い
っ
た
り
な
ど
の

近
隣
と
も
お
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
暮
ら
し
の
中
で
災
害
公
営
住
宅
へ

の
申
し
込
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
家
を
建
て

た
く
て
も
土
地
が
少
な
く
、
町
が
ど
こ
に

ど
う
出
来
て
行
く
か
わ
か
ら
な
い
の
で
公

営
住
宅
に
入
居
し
て
し
ば
ら
く
様
子
を
見

よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
「
夫
は
ど
う
せ
当
た
ら
な
い
か
ら
や
め

た
方
が
い
い
、
と
言
い
ま
し
た
し
私
も
当

た
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
人

家
族
な
の
で
４
D
K
が
当
た
ら
な
け
れ

ば
入
居
は
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
入

居
が
決
ま
っ
て
か
ら
部
屋
を
見
に
行
っ
た

時
、
広
い
！
と
（
笑
）。
仮
設
住
宅
か
ら
荷

物
を
持
っ
て
来
て
も
ス
カ
ス
カ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
」

　

お
部
屋
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
各

部
屋
の
収
納
は
充
実
し
て
お
り
、
ご
家
族

が
ゆ
っ
た
り
出
来
る
空
間
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
「
入
居
し
た
次
の
日
、
お
姉
ち
ゃ
ん
（
長

女
）
の
誕
生
日
だ
っ
た
ん
で
す
が
こ
こ
で

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分

の
部
屋
が
出
来
て
嬉
し
い
と
言
っ
て
い
て

広
く
な
っ
た
の
で
お
友
だ
ち
を
呼
ん
だ
り

し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
お
父
さ
ん

と
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
空
間
が
出
来
て

い
い
で
す
ね
。
夜
、
子
ど
も
た
ち
が
寝
て

か
ら
夫
婦
で
く
つ
ろ
ぐ
時
間
も
出
来
ま
し

た
。
仮
設
で
は
子
ど
も
た
ち
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
話
し
声
に
も
気
を
使
い
ま
し
た

か
ら
。
縁
側
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
た
い
で

す
ね
」
と
寒
河
江
さ
ん
は
穏
や
か
な
笑
み

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
ケ
口
災
害
公
営
住
宅
は
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
（
U
R
）
が
建
設
を
手

が
け
ま
し
た
。
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
に
も
入
居
者
が
長
く
住
み
続
け
ら

れ
る
工
夫
を
、
と
い
う
こ
と
で
地
元
産
木

材
を
活
用
し
産
業
振
興
と
雇
用
創
出
の

効
果
も
視
野
に
入
れ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
周
辺
と
の
調
和
を
意
識
し
た
低
層
の

和
風
建
築
、
車
椅
子
居
住
者
や
高
齢
者
に

配
慮
し
た
設
計
、
交
流
の
場
に
な
る
集
会

所
や
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
た
広
場
、
大
槌

の
水
資
源
を
活
か
し
た
井
戸
な
ど
随
所
に

様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

◆
吉
里
吉
里
災
害
公
営
住
宅

友
人
た
ち
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

来
て
く
れ
る
ん
だ
よ

�

加
賀
東
蔵
さ
ん

　　
「
最
初
、
5
階
は
や
ん
た
な
ぁ
と
思
っ
た

け
れ
ど
慣
れ
た
。
動
き
や
す
い
快
適
な
作

り
で
お
風
呂
も
ガ
ス
も
使
い
や
す
い
し
、

収
納
も
充
実
し
て
る
か
ら
ね
。
今
で
は
快

適
、
前
か
ら
住
ん
で
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

　

吉
里
吉
里
の
災
害
公
営
住
宅
は
マ
ン

シ
ョ
ン
型
式
。
こ
の
辺
り
で
は
馴
染
み
が

薄
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
が
加
賀
さ
ん
は
入

居
し
て
か
ら
快
適
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
震
災
で
高
台
に
あ
っ
た
自
宅
は
津
波

被
害
は
逃
れ
た
も
の
の
半
壊
。
そ
の
後
津

波
で
亡
く
な
っ
た
長
男
の
供
養
を
し
な
が

ら
知
人
、
親
戚
、
お
子
さ
ん
の
家
を
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
、
ホ
ヤ
の
養
殖
を
し

て
い
た
け
れ
ど
施
設
も
全
部
流
さ
れ
て
し

ま
っ
て
大
き
な
収
入
も
見
込
め
な
い
。
再

開
に
も
お
金
が
か
か
る
し
家
を
建
て
る
見

込
み
も
な
い
。
宮
城
に
い
る
娘
の
と
こ
ろ

で
暮
ら
そ
う
か
と
思
っ
た
が
や
っ
ぱ
り
吉

里
吉
里
に
帰
っ
て
き
た
く
て
申
し
込
ん
だ

ん
だ
」

　

２
D
K
タ
イ
プ
の
住
居
は
コ
ン
パ
ク
ト

な
が
ら
も
ご
夫
婦
お
二
人
が
今
後
の
人
生

を
ゆ
っ
た
り
快
適
に
す
ご
せ
る
空
間
。
廊

下
や
ト
イ
レ
も
広
く
フ
ラ
ッ
ト
で
将
来
も

見
据
え
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
男

を
亡
く
し
て
か
ら
ず
っ
と
海
に
恐
怖
心
を

抱
い
て
い
た
奥
様
は
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
遠
目

復興へ一歩

災害公営住宅

　の暮らし

寒河江　絵梨子さん（37）

一定面積以上の土地取引は届け出が必要です
一定面積以上の大規模な土地取引をされた場合、国土利用計画法に基づく届け出が必要なことをご存知で

しょうか？土地の売買契約などを結んだ日から 2週間以内に、その土地が所在する市役所、町村役場への届

け出が必要です。届け出が必要な面積は次の通りです。

●お問い合わせ

　大槌町役場　復興局　用地建築課　

　　　　　　　　電話　0193-42-8719

　県環境保全課　電話　019-629-5268・5269

　　

夫の実家→仮設住宅に避難後、
８月末から大ケ口の災害公営住
宅（４DK）に家族と５人暮らし

加賀　東蔵さん（69）
自宅は高台にあったが半壊。娘の
家で避難生活を送り吉里吉里の災
害公営住宅で妻と２人暮らし

に
見
え
る
海
に
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
来
た

と
も
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
集
会
所
も
設
置
さ

れ
、
今
後
自
治
会
が
出
来
る
見
込
み
で
す
。

「
こ
こ
に
住
む
知
人
に
、
手
伝
う
か
ら
も
し

自
治
会
作
る
な
ら
一
緒
に
や
ろ
う
、
と
言

わ
れ
て
る
。
そ
し
て
吉
里
吉
里
に
帰
っ
て

来
た
か
ら
今
は
定
置
の
ワ
カ
メ
の
手
伝
い

に
行
っ
て
る
ん
だ
」
と
加
賀
さ
ん
は
イ
キ

イ
キ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
前
の
家
の
よ
う
に
皆
が
集
ま
っ
て
来
る
。

息
子
の
同
級
生
な
ん
か
も
ひ
っ
き
り
な
し

に
来
て
く
れ
る
」
思
い
出
の
写
真
を
時
折

見
せ
な
が
ら
、
ま
た
夫
婦
で
お
互
い
冗
談

を
言
い
合
い
つ
つ
も
い
た
わ
り
合
い
な
が

ら
、
こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
地
域
の
人
た
ち

と
営
ん
で
い
こ
う
と
い
う
横
顔
が
垣
間
見

え
ま
し
た
。

市街化区域　　　　　　　　　　　　2,000㎡以上

市街化区域を除く都市計画区域　　　5,000㎡以上

その他の区域　　　　　　　　　　��10,000㎡以上
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日程などをそろえる

私の思い出の写真はどこに�〜仮設団地で返還展示会〜
　津波で流失し回収された品々を本人に返還しようという「思い出の品返還
展示会」が、町内の仮設団地で開催されています。アルバムを探す団地の住
民の方々の真剣な表情に、改めて震災の無残さを思わずにはいられません。
　震災による津波は、すべてを流し去りました。思い出がいっぱい詰まった
アルバム、賞状、日記……。記憶とともに生きている人々から、記憶につな
がる品々を奪っていきました。これらの品が回収され、一人でも多くの所有
者や家族の手元に返したいと、展示会が開かれています。
　小鎚第 15仮設団地談話室では 8月 23 日に展示会がありました。段ボール箱に入ったアルバムや写真が並べられ、仮
設団地の住民が食い入るように見入っていました。安渡 1丁目に住んでいた勝山栄子さん（74）は「思い出がいっぱい詰
まったアルバムなどがすべて流されました。何とか探し当てたい」と話していました。
　データベース化された品々は 2万 7千点。展示会は、町の委託で、「NPO人まちづくり・ぐるっとおおつち」が実施し
ています。メンバーの田中喜基さん（27）は「所有者の名前がわかっていても、どこに住んでいるかわからない人も少な
くありません」と話しています。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
東
京
に
決
め
た
。

　

発
表
の
瞬
間
、
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
付
け
と
な
っ
た
。
静
ま

り
か
え
っ
た
会
場
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ロ
ゲ
会
長
が
「
T
O
K
Y
O
」

と
読
み
上
げ
た
瞬
間
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
わ
き
上
が

り
、
関
係
者
が
抱
き
合
っ
て
喜
び
を
わ
か
ち
あ
っ
て
い
た
。

国
民
的
に
は
決
定
を
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
私
は
、

素
直
に
喜
べ
な
か
っ
た
。

　

震
災
か
ら
2
年
半
、
被
災
地
で
は
、
一
斉
に
工
事
の
段

階
を
迎
え
入
札
辞
退
や
資
材
不
足
な
ど
が
続
い
て
い
る
。

そ
こ
に
来
年
の
春
の
消
費
税
の
増
税
予
定
と
合
わ
せ
て
、

に
わ
か
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
で
、
復

興
の
加
速
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
復
興
が
遅
れ
る
と
、

ま
す
ま
す
人
口
流
出
が
続
き
何
の
た
め
の
復
興
か
分
か
ら

な
く
な
る
。

　

確
か
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
計
画
で
は
、
三
陸
海
岸
沿
岸
で
の
聖
火
リ

レ
ー
、
大
会
期
間
中
の
東
北
紹
介
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
競
技

施
設
の
建
設
や
改
修
に
被
災
地
の
企
業
を
中
心
に
発
注
、

大
会
開
催
前
の
東
北
地
方
の
合
宿
地
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　

今
、
被
災
地
は
復
興
が
途
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
こ
3
年
ぐ
ら
い
が
復
興
工
事
の
正
念
場
で
あ
り
、
7
年

後
の
開
催
直
前
後
の
被
災
地
支
援
は
、
真
の
被
災
地
支
援

に
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

精
一
杯
の
支
援
で
あ
ろ
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か

し
被
災
地
は
、
未
だ
草
ぼ
う
ぼ
う
の
状
態
で
あ
る
。
被
災

地
の
現
状
を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

嘆
い
て
い
て
も
始
ま
ら
な
い
。
い
つ
の
場
合
で
も
試
練

は
付
き
ま
と
う
も
の
だ
。
愚
痴
は
言
う
ま
い
。
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
被
災
者
目
線
に
立
ち
、
一
日
も
早
く
復
興

を
遂
げ
、心
か
ら「
お
も
て
な
し
」の
気
持
ち
で
世
界
の
人
々

を
迎
え
た
い
も
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
碇
川
豊
）

⑥�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と

　
　
　
　
　
　

真
の
被
災
者
支
援

町
長
随
想

PHOTO  まちかど

　「震災から 2年半の月命日に、県外のお坊さんの慰霊行脚
に出会いました。一行は旧役場前で慰霊法要した後、赤浜
方面に向かいました」� 【9月 11 日、伊藤陽子さん撮影】

　「小鎚川上流で、新山高原の風力発電機の幾何学模様と夕
焼けとのコントラストが面白く撮影しました。撮影のタイ
ミングに苦労しました」� 【7月 7日、三浦寧史さん撮影】

　総合政策課では読者の皆さまからのニュース提供をお待ちしています。町民の方々に広く知ってほしい出来事があれば、お知らせくだ
さい。「PHOTOまちかど」への写真投稿も歓迎です。変容する町の姿、震災前から変わらない町の光景を写真で切り取り、お寄せください。
また、広報誌への感想や提言を、お送りください。はがき、手紙の場合は、住所、氏名、連絡先（電話番号など）を明記のうえ、〒 028-1192
　大槌町上町 1-3　大槌町役場総合政策課・広報誌担当へ。
� 総合政策課　企画調整班　℡ 0193-42-8724　E-mail：sougouseisaku @town.otsuchi.iwate.jp

3年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜3年目の仮設 〜より良き暮らしのために〜

を訪れた 3団体の関係者に、碇川豊町長は「行政だけの

復興まちづくりには限界がある。みんなで一緒に、住みや

すい町をつくろう」と呼びかけました。

　安渡町内会の中村百合子さんは「団結して、いいふるさ

とをつくりあげたい」、ぐるっとおおつちの小松巧さんは

「これまで以上にまちづくりに貢献したい」、夢広場の上野

拓也さんは「身の引き締まる思い」と、語りました。

町内から 3団体が認定
〜元気なコミュニティ団体〜

　震災で壊滅的な打撃を受けた町で、地道な活動を展開し

ている「安渡町内会」「特定非営利活動法人まちづくり・

ぐるっとおおつち」「一般社団法人おらが大槌夢広場」の

3団体が、県の今年度の「元気なコミュニティ特選団体」

に認定されました。9月 5日、碇川豊町長を表敬訪問した

3団体の関係者は、行政と連携しながら、復興に向けたま

ちづくりに協力し合うことを確認しました。

　安渡町内会は、震災前の 3町内会を統合して新たな町

内会を結成。震災を検証し、独自の防災計画案を作りまし

た。ぐるっとおおつちは、災害 FM放送や思い出の品返還

事業を展開、被災住民に寄り添った活動をしています。夢

広場は、ボランティアツーリズムの企画、運営にあたるな

ど復興まちづくりの一翼を担っています。

　元気なコミュニティ特選団体は、地域の過疎、高齢化な

どのハンディに負けずに活動している団体を対象に選考さ

れ、今年度、県内から 14団体が認定されました。町役場

ひょうたん島日記

の光景を写した写真を展示した防災展示室が付属していま

す。ロビーや客室からは、以前のように、雄大な船越湾の

光景を望むことができます。

　震災から 2年半後の月命日の 9月 11日、五城目町の老

人クラブから 47人が訪れ、ホテルの再開を祝福しました。

ホテル営業本部長の小国正裕さん（58）は「五城目町の方々

とのつながりを深めながら、おもてなしの心を大切に、お

客様に接していきたい」と話しています。ホテルの連絡先

は☎ 0193-44-2111。

ホテルはまぎく再出発

〜「逆境に立ち向かう」胸に〜

　震災で被災し営業を休んでいた「浪
なみ

板
いた

観光ホテル」が、「三

陸花ホテルはまぎく」と改名し、8月 30 日、約 2年半ぶ

りに営業を再開しました。ホテルは、社長が犠牲になる一

方で、従業員が、秋田県五
ご

城
じょう

目
め

町
まち

の宿泊客を機敏に誘導

して救い、町と五城目町との友情の絆を結ぶきっかけにな

りました。ハマギクの花言葉は「逆境に立ち向かう」。関

係者の決意を秘めたホテルの再出発です。

　震災時、ホテルは地上 5階建ての旧館に、地下 1階地

上 4階建ての新館が併設されていました。津波に襲われ

たホテルは 3階まで水没し、社長、料理長が犠牲になり

ました。ホテルには秋田県五城目町の老人クラブのお年寄

り一行 42人が宿泊し、大衆演劇一座の芝居を鑑賞してい

ました。全員が従業員に誘導され、近くの高台にある集会

所に避難し、震災から 3日目に、無事に帰路につくこと

が出来ました。

　ホテルは、前社長の弟の千代川茂さんが社長に就き再開

しました。客室が 60 室、宿泊収容人数は 250 人です。

レストラン、日帰り浴場、会議室などのほか、震災前の町
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教育委員会だより

発行 : 大槌町教育委員会　第 68 号　25.��10.��7
岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32 金崎 126　℡��42-6100

�����教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

　このたび、町内小中学校に緊急地震速報端末を設置
しました。
　この機器により、気象庁から発令される緊急地震速
報を受け、地震の発生を事前に感知し、地震や津波に
対して防護、避難などの適切な対応が可能となります。
　また、学校での避難訓練や防災教育にもシステムを
活用し主体的に判断し、安全を確保する能力や態度を
養います。
  現在、大槌町立小中学校では震度 2 以上から震度４
強までは職員室内での通知ですが、震度 5 以上の地震

の発生を感知した際には、学校の放送設備を通して周
辺への通知を行います。
　震源が近い場所では震度誤差が生じる場合もありま
すが、特性を理解し適切に利用することで、地震によ
る被害の軽減が期待できます。
　学校周辺の地域
住民の方におかれ
ましては、災害情
報の収受に努めて
頂かれますよう。
御理解御協力のほ
ど、よろしくお願
いします。

こんな学校に  
　　〈みんなで育てる「私たちの学校」〉
　　　○まちぐるみで創る学びのシンボル
　　　○「大槌らしさ」を学び育てる学校
　　　○コミュニティが子どもたちを守り育てる学校

　　〈豊かな人間性・創造性を育む学び舎〉 
　　　○思いやりを育てる環境
　　　○変化と多様性のある空間
　　　○子どもたちの元気な活動があふれる空間

　　　　〈自ら考え行動する人材を育む学び舎〉
　　　　　○ 多様な学習形態に対応する先進的な学習

環境
　　　　　○主体性を育む空間
　　　　　○ 大槌の気候風土に根ざしたエコロジース

クール

　　　　〈避難拠点機能の充実と学校機能の継続性〉
　　　　　○初期避難所としての機能の充実
　　　　　○学校機能の継続性

　最優秀作品は、小中一貫教育校として、成長段階や
学びの特性の応じた学習環境を鉄筋コンクリートと
木造の混合２階建てを基本に、１階中央部分にまちの
人々と共に学ぶ多様な学びと交流が生まれる空間とし
て蓬莱島（ひょうたん島）の形を模したメディアセン
ター・ランチルームを配しています。

「私の主張」地区代表に　長谷川七瀬さん（吉里吉里中）
　釜石・大槌地区内７中学校の代表が学校生活や社会生活の中で感じたことを発表する「私の主

張」が開催され、吉里吉里中学校の長谷川七瀬さんが最優秀賞に輝き、県大会への出場を決めま

した。長谷川さんは、郷土芸能への取り組みをとおした地域へのつながりと将来への希望をしっ

かりした論旨でまとめ、発表態度と共に審査員から高い評価を得ました。

小中一貫教育校の設計業者選定

─５種目で１位獲得─
小学校地区陸上記録会

木の香かおる学びと交流の空間 各校に緊急地震速報設置

　９月１１日、釜石・大槌地区陸上記録会が、遠野市の
陸上競技場で開催され、本町から出場した選手の多くが
上位入賞を果たしました。

〜来る前に知る・備える〜

　去る 8月 20日、平成 28年の開校をめざす小中一貫教育校の設計を委託する業者選考の公開ヒアリングが行わ
れました。選考委員会での審査の結果、昭和・久慈設計共同企業体の提案が最優秀作品に選ばれました。今後、提
案を基に建設検討委員会やワーキンググループの意見を生かし年内に基本設計を終える予定です。

　19 日に開かれた定例会では、諸般の報告に次いで
議案 2 件について協議がなされました。

【選挙 2 号】
教育委員長の選出について
　植田俊郎委員長が任期満了となることから、後任の

委員長を選任するもので、選挙の結果沼田義孝委員が
選出されました。委員長の任期は 26 年 9 月 20 日ま
での 1 年となります。

【議案 20 号】
　平成 24 年度教育委員会の事務の管理及び執行状況
に係る点検評価について
 （ホームページで公開しています）

教育委員会定例会リポート（９月）

【共通男子】
　◇ 1000m 4 位　佐々木大空（大槌小）
　◇ 80mH 2 位　佐々木陽稀（大槌小）
 4 位　倉本　康喜（吉里小）
 5 位　三浦　　眞（大槌小）
　◇走高跳 6 位　吉田　寛太（大槌小）
 8 位　竹沢　瑞生（吉里小）
 8 位　長峰　康太（大槌小）
　◇走幅跳 6 位　黒沢真那斗（大槌小）
　◇ソフトボール投　3 位　芳賀　 勝（吉里小）
 　 4 位　八幡　健太（大槌小）

【５年男子】
　◇ 100m 1 位　鈴木　琉斗（大槌小）
 8 位　田中　仁開（吉里小）
　◇ 200m 4 位　金﨑　大空（大槌小）
 6 位　兼澤　大志（大槌小）
　◇ 4×100mR 4 位　大槌小学校
 8 位　吉里吉里小学校　

【６年男子】
　◇ 100m 1 位　岡本　崇凱（大槌小）

 6 位　佐々木慎也（吉里小）
　◇ 200m 5 位　東梅　胤（大槌小）
　◇ 4×100mR 2 位　大槌小学校
 5 位　吉里吉里小学校

【共通女子】
　◇ 800m 5 位　石川　明弥（大槌小）
　◇ 80mH 5 位　今出　響香（大槌小）
 7 位　釜石　りお（吉里小）
 8 位　上山　華歩（吉里小）
　◇走高跳 3 位　城﨑　彩乃（吉里小）
　◇走幅跳 7 位　河合　夏海（大槌小）
　◇ソフトボール投　1 位　近藤　愛心（吉里小）
 　 8 位　芳賀　みや（吉里小）

【５年女子】
　◇ 100m 1 位　佐々木愛梨（大槌小）
 4 位　六串　真奈（大槌小）
 5 位　越田　好葉（吉里小）
　◇ 200m 2 位　一兜　　葵（大槌小）
 5 位　佐々木結菜（大槌小）
　◇ 4×100mR 1 位　大槌小学校
 7 位　吉里吉里小学校

【６年女子】
　◇ 100m 2 位　金澤　夢路（大槌小）
　◇ 200m 4 位　三浦　叶夢（大槌小）
 5 位　久保　美優（吉里小）
 7 位　小笠原愛夢（大槌小）
　◇ 4×100mR 3 位　大槌小学校
 5 位　吉里吉里小学校
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おめでた・おくやみ（敬称略）
8 月 15 日〜 9 月 15 日分

【出生】
祝　田　愛

え れ な

礼菜　（陽　輔・臼　　　沢）
　昆　　桜

おう

　空
すけ

　（祥　一・桜　木　町）
三　浦　寧

ね

　心
ね

　（公　洋・前　　　段）
阿　部　　春

はる

　　（　守　・赤　浜　一）
小　國　日

ひ な こ

菜子　（満　蔵・臼　　　沢）
菊　地　音

おと

　禾
か

　（網　喜・蕨　打　直）
【婚姻】
　植　田　孝　行　（上　　　町）
　新　屋　治　香　（釜　石　市）
【死亡】
金　﨑　　聖　　（64・安　渡　二）���8/25
佐　野　チ　ヨ　（89・吉里吉里四）���8/29
伊　藤　チ　ヨ　（76・大ケ口二）���9/1
川　𠩤　善　行　（62・吉里吉里一）���9/2
小　國　ユ　ミ　（81・新　港　町）��9/5�
中　村　エ　キ　（88・吉里吉里三）��9/6
藤　井　征　司　（73・大ケ口二）��9/7
菊　池　ツトミ　（84・沢　　　山）��9/7
後　籘　　衞　　（81・沢　　　山）��9/8
岩　間　政　治　（79・新　　　町）��9/9
畑　中　勝　雄　（72・大ケ口一）��9/10
松　橋　敦　子　（77・吉里吉里四）��9/14

障がい者就職相談会開催

　障がいをお持ちの人を対象とした就職相談会が開催されます。
　町内や釜石市にある企業や事業所と直接お話しできる機会となりますので、就
職を希望されている人はぜひご参加ください。
　事前にハローワーク釜石へ申し込みが必要になります。また、当日の日程や申
込方法などについての詳細は下記へお問い合わせください。
■申込期限　10 月 18 日（金）
■開催日時　10 月 25 日（金）14：30 〜 16：00（受付 14：00 〜）
■開催場所　沿岸広域振興局　釜石地区合同庁舎4階大会議室（岩手県釜石市新町6-50）

ハローワーク釜石　℡ 0193-23-8609

求職者のための職業訓練受講生募集（11月入所生募集）

　岩手職業能力開発促進センターでは11月入所生を募集しています。
■応募資格　ハローワークに求職手続きをしている人
■受講料　無料（ただし、テキスト代は自己負担となります。）
■募集科　住宅建築施工科（定員15名）
■募集期間　10 月 1日〜 10 月 31 日
■訓練期間　11 月 19 日〜平成 26 年５月 30 日
■施設見学　平日 10：00 〜と 14：00 〜の 2回
■受講申し込み　お近くのハローワーク

岩手職業能力開発促進センター　遠野実習場（ポリテクセンター岩手遠野実習場）
遠野市青笹町中沢8-1-8　℡0198-63-1411

大槌町カレンダー　10 月 7 日（月）〜 11 月 4 日（月）

※�のびのび広場では、大槌保育園を解放し、親御さんや子どもた
ちの交流の場を提供し、子育てに関する気軽な相談を行います。

� � � 大槌町地域子育て支援グループかりん　℡ 0193-42-2570

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

7（月） 4 ヵ月児・7ヵ月児相談の
びのび広場（9：30 〜）

午前：内科、整形外科、眼科
午後：内科

8（火） BCG 予防接種
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、外科
午後：内科、皮膚科

9（水） 無料法律相談（10：00〜15：00）
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

10（木）
元気活きいき運動教室（13：30〜）
心配ごと相談（9：30〜12：30）
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、外科
午後：内科

11（金） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科
午後：内科

12（土） 完全休診（急患受付なし）

13（日） 完全休診（急患受付なし）

14（月） 完全休診（急患受付なし）

15（火） 無料法律相談（10：00〜15：00）
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、外科
午後：内科、皮膚科

16（水） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、整形外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

17（木）
男性の料理教室（10：00〜13：00）
さわやかストレッチ教室（13：30〜）
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、外科
午後：内科

18（金）

四種混合予防接種
障がい者就職相談会
臨床心理士相談（10：00〜15：00）
行政相談（10：00〜 12：00）
人権相談（10：00〜 12：00）
65歳到達者健康教室
（13：30 〜 14：30）
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科
午後：内科

19（土） 完全休診（急患受付なし）

20（日） 完全休診（急患受付なし）

21（月）
栄養教室（10：00〜12：00）
産業集積地に関する事業者
向け説明会（19：00〜）
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、整形外科、眼科
午後：内科

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

22（火）
三種混合予防接種
不活化ポリオ予防接種
助産師相談（10：30〜15：00）

午前：内科、外科、眼科
午後：内科、皮膚科

23（水）
無料法律相談（10：00〜15：00）
12ヵ月児相談
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

24（木） 元気活きいき運動教室（13：30〜）
助産師相談（10：30〜15：00）

午前：内科、外科
午後：内科

25（金） 3 歳児健康診査
のびのび広場（9：30 〜）

午前：内科
午後：内科

26（土） 完全休診（急患受付なし）

27（日） 無料労働相談会（13：00〜16：00） 完全休診（急患受付なし）

28（月） 栄養教室（10：00〜12：00）
のびのび広場（13：00 〜）

午前：内科
午後：内科、整形外科、皮膚科

29（火） のびのび広場（13：00 〜） 午前：内科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

30（水） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、整形外科
午後：内科

31（木） のびのび広場（13：00 〜） 午前：内科、外科
午後：内科

11月
  1（金） のびのび広場（9：30 〜） 午前：内科、外科

午後：内科
  2（土） 完全休診（急患受付なし）

  3（日） 完全休診（急患受付なし）

  4（月）

※�心配ごと相談は、大槌町社会福祉協議会で実施しています。相
談内容についてはお問い合わせください。

� � 大槌町社会福祉協議会　℡ 0193-41-1511

町内各地の放射線量についてお知らせします

測定地点 9 月 9 日（月）時点 測定地点 9 月 9 日（月）時点
小鎚小学校仮設団地 0.082 大槌第 5仮設団地（和野橋下流） 0.069
小鎚仮設団地（佐野屋球場） 0.071 金沢小グランド 0.063
大槌町役場 0.073 桜木町中央公園 0.067
安渡第 2仮設住宅（旧小学校） 0.071 源水（屋敷前） 0.055
赤浜小学校グラウンド 0.057 大ケ口公園 0.073
吉里吉里中学校仮設団地 0.063 沢山地区（高森団地） 0.069
吉里吉里第 5仮設団地（駅公園） 0.073 沢山地区（郵便局脇） 0.069
吉里吉里第 2仮設団地（浪板） 0.076 花輪田定住促進住宅裏 0.049
大槌第 7仮設団地（大柾橋下流） 0.074 測定地点平均値 0.068

　町内の放射線量測定結果についてお知らせします。結果は下の表のとおりです。なお、国の除染基準は 0.23 毎時マイクロシー
ベルトです。　  町民課　町民生活班　℡ 0193-42–8713

まちのお知らせ

人権相談について
　身のまわりで起きた人権問題（いじめ、
虐待、家庭内暴力、離婚、扶養、相続問
題、近隣関係、セクハラ、借金問題、そ
の他困りごと）について、法務大臣から
委嘱を受けた人権擁護委員が相談に応じ
ます。
■日時　10月18日（金）10：00〜12：00
■会場　大槌町役場1階　相談室2

町民課町民生活班　℡ 0193-42-8713

行政相談について

　行政相談委員が相談に応じます。
■日時　10月18日（金）10：00〜12：00
■会場　大槌町役場1階　相談室1
■相談委員　若生　晃さん

総務課総務班　℡ 0193-42-8710

　津波で流された写真や賞状などの思
い出の品を返還する展示会を開催しま
す。お気軽に参加ください。
■日時・会場
・10 月 7日（月）安渡第 2仮設談話室
・10 月８日（火）大ケ口集会所
・10 月 10 日（木）大槌仮設談話室
・10 月 12 日（土）大槌第 9仮設談話室
・10 月 14 日（月）桜木町集会所
・10 月 15 日（火）大槌第10仮設談話室
・10 月 16 日（水）大槌第 8仮設談話室
・10 月 18 日（金）大槌第 7仮設集会所
・10 月 20 日（日）大槌第 5仮設集会所
・10 月 22 日（火）金沢談話室
・10 月 25 日（金）大槌第12仮設談話室
■各会場開催時間　10：00 〜 15：00
※なお、会場の都合により日時が変更
になる場合があります。

NPO 法人まちづくりぐるっとおおつち
　℡ 0193-55-5221

思い出の品返還展示会

いわて花巻空港の平成25年下期ダイヤ発表のお知らせ

　いわて花巻空港の定期便のダイヤが 10 月 27 日から改正されます。
　札幌線（最短 55 分）、名古屋線（最短 70 分）、大阪線（最短 80 分）、福岡線（最
短 110 分）のほか、宮崎（大阪乗継）や高知（名古屋乗継）も利用できます。
　いわて花巻空港は、釜石自動車道「花巻空港ＩＣ」から車で 3分。駐車場（1,150
台）は無料です。�

【札幌線】（ＪＡＬ）
花巻発 札幌着 札幌発 花巻着
8:55 9:50 7:30 8:30
13:15 14:10 11:50 12:50
17:55 18:50 16:25 17:25

【名古屋線】（ＦＤＡ）
花巻発 名古屋着 名古屋発 花巻着
9:20 10:45 7:40 8:50
18:50 20:15 17:10 18:20
※この他、ＪＡＬ福岡（大阪乗継）、ＦＤＡ福岡（名古屋乗継）、ＪＡＬ宮崎（大阪乗継）、
ＦＤＡ高知（名古屋乗継）もご利用できます。詳しくは、各航空会社にお問い合わ
せください。

日本航空（ＪＡＬ）0570-025-071／フジドリームエアラインズ（ＦＤＡ）0570-55-0489

　毎年 5 月 5 日の「こどもの日」か
ら 1週間を「児童福祉週間（5月 5 日
〜 5月 11 日）」と定めて、児童福祉の
理念の普及・啓発のために各種事業を
行っていますが、平成 26 年度の児童
福祉週間に向けて、その象徴となる標
語を募集します。
　詳細については、（一財）こども未
来財団のホームページをご参照いただ
くか、下記お問い合わせ先でご参照く
ださい。
■募集期間　
　9月 2日（月）〜 10 月 21 日（月）
※役場に提出する際は10月7日（月）まで
■募集内容　
　元気で頑張る子どもたちを応援する
標語や未来に向けての子どもたちから
のメッセージとなる標語

（一財）こども未来財団　
　事業部標語募集係　℡ 03-5510-1833

平成26年度「児童福祉週間」標語募集

　岩手弁護士会では、下記のとおり無料
法律相談会を開催します。
■日時
　10月 9日（水）、15日（火）、23日（水）
■時間　10：00〜 15：00
■会場　釜石市消費生活センター
※事前予約制となります。下記問い合わ
せ先で予約して下さい。

釜石市消費生活センター
　 ℡ 0193-22-2701

無料法律相談について

【大阪線】（ＪＡＬ）
花巻発 大阪着 大阪発 花巻着
10:00 11:35 8:10 9:30
12:15 13:50 10:25 11:45
14:55 16:30 13:05 14:25
18:45 20:20 16:55 18:15

【福岡線】（ＪＡＬ）
花巻発 福岡着 福岡発 花巻着
14:00 16:20 11:40 13:30

　労使間の問題で悩んでいませんか。
　労働者と事業主との間のさまざまな問
題について、岩手県労働委員（弁護士、
労働団体役員、経営者など）がご相談に
応じます。
　お気軽にご利用ください
■日時　10月27日（日）13：00〜16：00
■会場　釜石地区合同庁舎

県 労 働 委 員 会 事 務 局
℡ 019-629-6276( 平日8：30 〜17：15)

無料労働相談会について
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の
響
き
あ
り

娑し
ゃ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
花
の
色

盛じ
ょ
う

者し
ゃ

必ひ
っ

衰す
い

の
理
こ
と
わ
りを

あ
ら
は
す

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず

唯た
だ

春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し

た
け
き
者
も
遂つ

い

に
は
ほ
ろ
び
ぬ

偏ひ
と
えに

風
の
前
の
塵ち
り

に
同
じ

　

一
方
、「
方
丈
記
」。

行
く
川
の
な
が
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
本

の
水
に
あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
ぶ
う
た
か
た
は
、

か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く
と
ゞ
ま
る
こ
と

な
し
。


